
2019 年（平成 31 年）3月 14 日発行　第 145 号

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
非
正
社
員
の
賞
与
ゼ
ロ
は
不
合
理　

　
（
２
月
15
日
）
大
阪
高
裁
判
決

大
阪
高
裁
は
「
非
正
職
員
に
賞
与
な
ど
を

支
払
わ
な
い
の
は
不
合
理
だ
」
と
し
て
雇
用
者

の
大
阪
医
科
大
学
に
賞
与
の
支
払
い
を
命
じ

た
。
時
給
制
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
が
賞
与
な
ど

１
２
７
０
万
円
の
支
払
い
を
求
め
て
提
訴
。
裁

判
長
は
正
職
員
賞
与
の
６
割
な
ど
１
０
９
万
円

の
支
払
い
を
命
じ
た
。

◎
国
民
負
担
率
は
横
ば
い

　
（
２
月
28
日
）
財
務
省
19
年
度
試
算

財
務
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
度

の
国
民
負
担
率
（
税
負
担
と
社
会
保
障
負
担
の

合
計
額
が
国
民
所
得
に
占
め
る
割
合
）
は
42
・

８
％
で
、
18
年
度
と
横
ば
い
と
な
る
見
通
し
。

国
民
所
得
は
18
年
度
よ
り
２
・
６
％
伸
び
る
一

方
、
税
負
担
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
な
ど
に

よ
っ
て
０
・
１
㌽
増
え
て
25
・
４
％
、
社
会
保

障
負
担
は
０
・
１
㌽
減
っ
て
17
・
４
％
で
、
併

せ
て
42
・
８
％
と
推
計
。

引
き
上
げ
率
は
２
・
13
％

同
日
、
各
委
員
が
31
年
度
改
定
案
に
対
す
る
意

見
や
所
信
を
述
べ
た
後
、
全
会
一
致
で
諮
問
通
り

答
申
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
引
き
上
げ
は
介
護
報

酬
全
体
で
２
・
13
％（
内
訳
は
処
遇
改
善
１
・
67
％
、

消
費
税
対
応
０
・
39
％
、
補
足
給
付
０
・
06
％
）。

特
定
加
算
は
２
段
階
設
定

新
設
さ
れ
る
「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
の
取
得

要
件
は
①
現
行
の
「
介
護
職
員
改
善
加
算
」（
Ⅰ
）

～
（
Ⅲ
）
ま
で
を
取
得
し
て
い
る
②
同
加
算
の
職

場
環
境
等
要
件
を
複
数
取
り
組
ん
で
い
る
③
同
加

算
の
取
り
組
み
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
見
え
る

化
を
行
っ
て
い
る
─
の
３
つ
。

3
月
6
日
の
会
合
で
「
職
場
環
境
等
要
件
は
3

区
分
ご
と
に
1
つ
以
上
取
り
組
む
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
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２
月
13
日
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
（
部
会
長
・
田
中
滋
埼
玉
県

立
大
学
理
事
長
）
は
、こ
と
し
10
月
１
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
「
２
０
１
９

年
度
介
護
報
酬
改
定
」（
19
年
度
改
定
、
報
酬
全
体
２
・
13
％
引
き
上
げ
）
を
、
諮
問

通
り
、
根
本
匠
厚
生
労
働
相
に
答
申
し
た
。
技
能
・
経
験
の
あ
る
介
護
職
員
（
経
験

10
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
な
ど
）
に
「
月
額
平
均
８
万
円
相
当
」
ま
た
は
「
役
職
者

を
除
く
全
産
業
平
均
水
準
の
年
収
４
４
０
万
円
」
の
賃
金
改
善
を
行
う
た
め
「
特
定

処
遇
改
善
加
算
」
を
創
設
し
、
介
護
人
材
の
確
保
と
離
職
防
止
を
目
指
す
。
ユ
ニ
ッ

ト
型
個
室
は
２
～
３
単
位
の
引
き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。
懸
案
だ
っ
た
基
準
費
用
額

は
食
費
12
円
、
居
住
費
36
円
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、「
実
費
と
の
乖
離
が

解
消
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
不
満
の
声
が
出
て
い
る
。

31
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
答
申  

介
護
給
付
費
分
科
会

特
養
は
微
増
、「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
を
創
設

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
「
末
期
が
ん
」
や
め
て
！

ウ
の
目
タ
カ
の
目

○
…
「
い
ま
ご
ろ
に
な
っ
て
言
わ
れ
て
も

ね
」。
内
科
医
が
力
な
く
つ
ぶ
や
い
た
。
机
の

上
に
は
無
造
作
に
置
か
れ
た
「
介
護
保
険
最
新

情
報
v
o
l
・
６
９
９
」
の
コ
ピ
ー
が
。

○
…
40
～
64
歳
の
被
保

険
者
が
要
介
護
認
定
を
申

請
す
る
際
、
特
定
疾
患
名

の
記
載
が
必
要
だ
。「
末

期
が
ん
」と
書
か
ず
、「
が

ん
」
と
書
く
と
、
自
治

体
に
よ
っ
て
は
「
不
受

理
」
と
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
医

師
の
間
で
「
患
者
や
家
族
に
『
末
期
が
ん
』
と

書
か
せ
る
の
は
酷
だ
」
と
批
判
が
出
て
い
た
。

○
…
厚
労
省
は
「
末
期
が
ん
」
と
せ
ず
、
単

に
「
が
ん
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
受
理
し
て

差
し
支
え
な
い
─
と
都
道
府
県
に
通
知
し
た
。

患
者
・
家
族
の
心
情
が
や
っ
と
通
じ
た
格
好
だ

が
、
内
科
医
は
「
不
受
理
に
さ
れ
た
患
者
が
何

人
い
た
の
か
、
反
省
を
込
め
て
実
態
を
調
べ
る

べ
き
だ
」と
や
や
興
奮
気
味
に
指
摘
し
た
。（
楢
）

ジ
に
新
加
算
取
得
状
況
を
載
せ
る
」「
法
人
単
位
で

の
対
応
を
認
め
る
」な
ど
の
厚
労
省
案
を
了
承
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
加
算
率
は
、「
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
強
化
加
算
」「
特
定
事
業
所
加
算
」「
日
常

生
活
継
続
支
援
加
算
」「
入
居
継
続
支
援
加
算
」

の
取
得
状
況
を
加
味
し
て
加
算
率
を
２
段
階
に
設

定
す
る
。
加
算
率
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
１
段
階

と
し
た
場
合
の
加
算
率
を
試
算
し
た
上
で
、原
則
、

新
加
算
（
Ⅱ
）
の
加
算
率
が
そ
の
０
・
９
と
な
る

よ
う
設
定
す
る
。必
要
費
用
は
約
２
０
０
０
億
円
。

基
本
報
酬
、
食
費
、
居
住
費
は
微
増

基
本
報
酬
の
引
き
上
げ
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特

養
が
要
介
護
５
で
現
行
９
１
０
単
位
を
３
単
位
引

き
上
げ
て
９
１
３
単
位
と
す
る
─
な
ど
若
干
の
引

き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。

（
参
考
）
特
養
の
新
単
位　
（
）
は
現
行

◇
ユ
ニ
ッ
ト
型

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室
）

要
介
護
１　
６
３
８
（
６
３
６
）
＋
２

要
介
護
２　
７
０
５
（
７
０
３
）
＋
２

要
介
護
３　
７
７
８
（
７
７
６
）
＋
２

要
介
護
４　
８
４
６
（
８
４
３
）
＋
３

要
介
護
５　
９
１
３
（
９
１
０
）
＋
３

ま
た
推
進
協
な
ど
が
強
く
求
め
て
い
た
特
養
な

ど
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
費
用
額
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
は
、「
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
」
の

デ
ー
タ
な
ど
を
参
考
に
し
て
消
費
税
引
き
上
げ
の

影
響
分
を
上
乗
せ
す
る
。
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の
場

合
、
食
費
（
日
額
）
は
現
行
１
３
８
０
円
を
12
円

引
き
上
げ
て
１
３
９
２
円
に
、
居
住
費
（
同
）
現

行
１
９
７
０
円
を
36
円
引
き
上
げ
て
２
０
０
６
円

と
す
る
。

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
第
１
～
３
段
階
）
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
負
担
限
度
額
を
据
え
置
く
も
の

の
、
基
準
費
用
額
と
の
差
額
分
は
補
足
給
付
を
引

き
上
げ
て
対
応
し
、
負
担
を
軽
減
す
る
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
め
ぐ
る
審
議
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
部
会　

ま
ず
５
つ
の
検
討
項
目
を
議
論
へ

31 年度介護報酬改定案を了承した第１６８回介護給付費分科会

第 8 期介護保険事業計画の議論を
開始した第 75 回介護保険部会

食
費
12
円
、
居
住
費
36
円
引
き
上
げ

２
月
25
日
、第
75
回
介
護
保
険
部
会
が
開
か
れ
、

次
の
介
護
保
険
制
度
改
正
や
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
２
０
２
１
～
23
年
度
）
策
定
な
ど
に
向

け
て
審
議
を
開
始
し
た
。
厚
労
省
は
「
高
齢
化
の

進
展
」
や
２
０
２
５
年
以
降
の
「
現
役
世
代
人
口

の
急
減
」
に
対
応
す
る
た
め
、
審
議
会
に
※
５
つ

の
検
討
項
目
を
示
し
、
論
点
を
中
心
に
議
論
を
重

ね
、
今
冬
ご
ろ
（
12
月
ご
ろ
を
想
定
）
ま
で
に
意

見
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
求
め
た
。
厚
労
省
は
次

の
通
常
国
会
に
介
護
保
険
法
の
後
な
ど
の
関
連
法

改
正
案
を
提
出
す
る
方
針
。

同
日
、
厚
労
省
が
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し

た
後
、
委
員
24
人
が
所
信
や
現
行
制
度
に
対
す
る

意
見
を
述
べ
た
。
次
回
か
ら
横
断
的
な
議
論
に
入

り
、夏
ご
ろ
に
は
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
議
論
に
移
る
。

個
別
の
議
題
と
し
て
は
「
原
則
２
割
負
担
」「
ケ

ア
プ
ラ
ン
有
料
化
」「
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対
応
」

「
介
護
予
防
な
ど
総
合
事
業
の
範
囲
拡
大
」「
元
気

高
齢
者
の
活
用
」「
Ａ
Ｉ
や
I
o
T
の
活
用
」
な

ど
が
論
議
さ
れ
る
見
通
し
。

※
【
５
つ
の
検
討
項
目
】（
注
）
横
断
的
な
検

討
項
目
。
今
後
の
論
議
に
よ
っ
て
変
更
も
あ
り
得

る
。①

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
（
健
康
寿
命
の
延

伸
）②

保
険
者
機
能
の
強
化
（
地
域
保
険
と
し
て
の

地
域
の
繋
が
り
機
能
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強

化
）③

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
（
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
介
護
の
提
供
・
整
備
）

④
認
知
症
「
共
生
」・「
予
防
」
の
推
進

⑤
持
続
可
能
な
制
度
の
再
構
築
・
介
護
現
場
の

革
新 （

参
考
）
施
設
系
の
基
準
費
用
額
日
額
（
）
は

現
行
。

◇
食
費
（
全
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

１
３
９
２
円
（
１
３
８
０
円
）
＋
12
円

◇
居
住
費

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室

　
　

２
０
０
６
円
（
１
９
７
０
円
）
＋
36
円

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室

　
　

１
６
６
８
円
（
１
６
４
０
円
）
＋
28
円

・
多
床
室

　
　
　

８
５
５
円
（　

８
４
０
円
）
＋
15
円

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
区
分
支
給
限
度
額
は
、
サ
ー

ビ
ス
単
位
の
引
き
上
げ
が
影
響
し
て
利
用
者
の
負

担
増
と
な
る
た
め
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
に
合
わ

せ
て
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
。

30
年
度
改
定
調
査
な
ど
実
施
へ

同
日
、
介
護
給
付
費
分
科
会
は
「
平
成
30
年
度

介
護
報
酬
改
定
の
効
果
検
証
及
び
調
査
研
究
に
関

す
る
調
査
実
施
案
」（
２
０
１
９
年
度
調
査
、
9

月
実
施
）
と
「
31
年
度
介
護
経
営
概
況
調
査
案
」

（
29
年
度
決
算
と
30
年
度
決
算
額
を
調
査
、
５
月

実
施
）
を
決
定
し
た
。

末期がん

第１６８回介護給付費分科会の資料を基に作成

処遇改善加算全体のイメージ
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施設の状況の診断結果をレーダーチャートで可視化。
様々な方法で比較した診断結果の資料は約 50 枚。

全国研修大会開催に向けて話し合う実行委員

支
部
便
り

【
連
載
】
第
10
回
（
最
終
回
）

神
奈
川
支
部

2
月
15
日
、
神
奈
川
支
部
は
し
ょ
う
じ
ゅ
の

里
三
保
で
、
31
年
度
全
国
研
修
大
会
に
向
け
、
第

3
回
実
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
講
師
依
頼
、分
科
会
及
び
事
例
発
表
、展
示
ブ
ー

ス
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
作
業
の
分
担
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

実
行
委
員
会
を
開
催

推
進
協
は
、30
年
度
か
ら
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ

Ａ
Ｍ
）
の
簡
易
経
営
診
断
受
診
を
促
進
す
る
た

め
の
事
業
を
「
簡
易
経
営
診
断
受
診
促
進
事
業
」

と
し
て
始
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
改
正
並
び
に
報
酬
改
定
に

お
き
ま
し
て
、
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
も
強
く
進
め
ら
れ
る
な
か
、
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
事
業
の
安
定
性
、
継
続
性

も
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業

者
に
は
自
施
設
の
経
営
状
態
の
確
認
と
課
題
抽

出
、
事
業
計
画
作
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
取
組
を
経
年
で
測
定
し
、
多
く

の
デ
ー
タ
と
の
比
較
を
通
じ
て
計
画
の
方
向
性

を
中
期
で
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

推
進
協
と
し
て
も
、
次
回
介
護
報
酬
改
定
に

向
け
、
よ
り
多
く
の
デ
ー
タ
か
ら
消
費
税
増
税

や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
る
経
年
変

化
の
状
況
を
把
握
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
が
抱

え
る
課
題
を
抽
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
会
員
施
設
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
受
診
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
平
成
29
年
度
決
算
の
診
断
受
診
の
手
順

①
簡
易
経
営
診
断
の
申
し
込
み

受
診
料
：
1
施
設　

1
0
8
0
0
円

　

実
質
、半
額
の
5
4
0
0
円
で
受
診
で
き
ま
す
。

申
込
期
日
：
4
月
30
日
（
火
）

提
出
書
類
：
直
近
1
カ
年
の
決
算
書
一
式
、

　
　
　
　
　
　

  

事
業
報
告
書
、
施
設
状
況
票

☆
福
祉
医
療
機
構
に
借
入
れ
が
あ
り
、
事
業

報
告
書
提
出
済
み
の
場
合
は
「
簡
易
経
営
診
断

受
促
進
事
業
の
ご
案
内
・
お
申
込
み
資
料
」
を

推
進
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w.suishinkyo.

net

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
お
申
込
書
に
ご

記
入
の
上 

、
福
祉
医
療
機
構
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

☆
借
入
れ
が
無
い
、
未
提
出
な
ど
の
場
合
は

福
祉
医
療
機
構
の
お
問
合
せ
先
に
お
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
ご
案
内

◆
平
成
31
年
度
の
契
約
お
申
込
み
受
付
中

昨
年
か
ら
開
始
し
た
役
員
賠
償
責
任
保
険
団

体
加
入
制
度
の
お
申
込
み
を
受
付
中
で
す
。

保
険
は
法
人
単
位
で
加
入
、
安
定
し
た
事
業

の
継
続
と
役
員
や
評
議
員
を
安
心
し
て
お
引
き

受
け
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
役
員
賠
償
責
任
保

険
の
加
入
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

◆
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
で
社
会
福
祉
法
等

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
社
会
福

祉
法
人
の
運
営
に
あ
た
る
理
事
、
監
事
お
よ
び

評
議
員
等
の
責
任
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
役
員
の
皆
さ
ま
は
会
社
法
上
と
類

似
の
義
務
と
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、

個
人
と
し
て
第
三
者
訴
訟
や
法
人
訴
訟
に
よ
る

直
接
的
な
損
害
を
被
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

◆
従
来
の
賠
償
責
任
保
険
と
の
違
い

法
改
正
以
前
か
ら
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る

従
来
の
福
祉
賠
償
責
任
保
険
は
、
施
設
利
用
者

や
周
辺
住
民
の
方
に
お
ケ
ガ
を
さ
せ
た
場
合
や

物
的
損
害
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
補
償
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
ケ
ガ
も
物
的
損
害
も
発
生
し

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
経
営
リ
ス
ク
（
決
算
の

誤
り
、
補
助
金
の
流
用
、
施
設
新
設
に
伴
う
経

営
判
断
の
誤
り
に
よ
る
事
後
の
損
失
等
）
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
賠
償
責
任
保
険
で
は
補
償
さ

れ
ま
せ
ん
。
役
員
賠
償
責
任
保
険
は
こ
の
リ
ス

ク
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。　

◆
団
体
加
入
の
メ
リ
ッ
ト

①
団
体
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

団
体
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
対
象
と
な
る
役
員
の
方
に
つ
い
て
、
ご
退

任
後
の
保
障
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
（
通
常
は

退
任
後
10
年
以
内
に
起
こ
さ
れ
た
訴
訟
の
み
が

対
象
）
補
償
さ
れ
ま
す
。

③
通
常
の
保
険
で
は
補
償
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
「
理
事
会
で
選
任
さ
れ
た
施
設
長
」
も
補

償
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

◆
申
込
方
法

推
進
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ

か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
告

知
事
項
申
告
書
と
加
入
申
込
票
に
ご
記
入
の
上 

、
総
資
産
額
の
分
か
る
決
算
資
料
（
貸
借
対
照

表
等
）
を
添
え
て
、
事
務
局
ま
で
ご
郵
送
く
だ

さ
い
。

簡
易
経
営
診
断
受
診
の
お
願
い

介
護
保
険
委
員
長

藤
村 

二
朗

◆
簡
易
経
営
診
断
と
は

法
人
・
施
設
の
経
営
状
況
を
よ
り
的
確
に
把

握
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
福
祉
医
療
機
構

が
実
施
し
て
い
ま
す
。
課
題
や
強
み
を
確
認
で

き
る
樹
形
図
、
法
人
・
施
設
の
立
ち
位
置
を
示

す
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
や
、
平
均
値
と
の
比
較
を
行

う
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
な
ど
で
可
視
化
さ
れ
、

わ
か
り
や
す
く
解
説
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
申
込
か
ら
2
週
間
前
後
で
診
断
結
果
が
届

き
ま
す
。
※
お
申
込
み
件
数
が
多
数
集
中
し
た
場
合
、
よ

り
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

③
診
断
結
果
と
施
設
状
況
表
の
写
し
を
推
進

協
事
務
局
へ
5
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

◆
受
診
の
メ
リ
ッ
ト

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
特
養
を
定
員
規
模
別
に
診
断

す
る
「
簡
易
経
営
診
断
」
を
受
診
す
る
こ
と
で
、

数
値
か
ら
客
観
的
に
自
施
設
の
経
営
状
況
を
見

ら
れ
、
定
期
的
に
自
分
の
法
人
の
立
ち
位
置
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
受
診
料
の
半
額
を
補
助

２
０
１
９
年
度
の
年
会
費
請
求
時
、
受
診
料

（
１
０
８
０
０
円
）
の
半
額
５
４
０
０
円
を
請

求
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人 

福
祉
医
療
機
構

経
営
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
リ
サ
ー
チ
グ
ル
ー
プ

　

電
話　

０
３
（
3
4
3
8
）
9
9
3
2

 第 13 回全国研修大会 in 神奈川 2019
開催日：平成 31年 10月 1日 ( 火 ) ～ 2日 ( 水 )

会　場：パシフィコ横浜　会議センター
（横浜市西区みなとみらい 1-1-1）

3
月
15
日
開
催
の
理
事
会
で
素
案
議
決
後
、

同
月
下
旬
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
印
刷
し
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
開
始
す
る
予
定
。
事
例
発

表
者
の
募
集
は
3
月
1
日
～
5
月
末
。

6
月
1
日
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
参
加
申
し
込
み
の
受
付
を
開
始
す
る
。

◆
問
合
せ
先

《
大
会
本
部
》

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会

電
話　

0
4
5
（
9
2
1
）
0
4
6
2

《
事
務
局
》
神
奈
川
支
部

照
陽
会　

み
ん
な
と
暮
ら
す
町

電
話　

0
4
4
（
5
2
0
）
1
9
0
1　
　

　
　

～ innovation ～ 
《イノベーション》新機軸、技術革新、新しい捉え方活用
創造する行為、アイデアから意義のある新たな価値を創造し

自発的な人、組織の幅広い変革、過去の真の理念を学ぶことを目指す
その源は、心に湧き出る感覚は

『君は生きているのか！生かされているのか！
生きていることの証は、感動！

感動は目が開くこと、手足が震えること
感動の心無くして感謝の域まで達しない

人の心をより震わそう！介護の真髄を見ようではないか！』
１日目　10 月 1 日（火）　12：30 ～ 20：00
プログラムは都合により変更になる場合がありますので予めご了承ください。

2 日目　10 月 2 日（水）　9：30 ～ 12：00
　＜一般公開＞

福祉機器展
基調講演　赤枝雄一会長
基調講演　厚生労働省　（予定）
特別講演　HAND SIGN による
　　　　　　ボーカル＆手話パフォーマンス♪
分科会・事例研究発表
情報交換会（インターコンチネンタルホテルにて）
　皆で踊ろう！若かりし日のポップス・ロックンロール♪

記念講演
　アパホテル株式会社社長 元谷芙美子氏
　㈱エクセレントケアシステム代表取締役 大川 一則氏
分科会報告、明日へつなぐセレモニー
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【
法
人
と
施
設
の
紹
介
】

当
施
設
は
名
古
屋
駅
か
ら
名
鉄

本
線
で
約
30
分
の
岐
南
駅
か
ら
徒

歩
3
分
の
郊
外
に
あ
り
ま
す
。

医
療
、
福
祉
、
法
律
の
専
門

職
が
集
ま
る
N
P
O
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、平
成
24
年
９
月
に「
社

会
福
祉
法
人
さ
く
ら
ゆ
き
」
を
設

立
し
、
翌
年
の
25
年
7
月
に
「
さ

く
ら
の
舞
」
と
し
て
特
養
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

法
人
名
「
さ
く
ら
ゆ
き
」
の
由
来

法
人
設
立
の
準
備
を
し
て
い
た

時
期
（
23
年
）
に
東
日
本
大
震
災

が
起
き
ま
し
た
。
雪
が
降
り
し
き

る
中
、「
春
に
桜
っ
て
見
ら
れ
る

の
か
な
ぁ
」
と
つ
ぶ
や
く
子
ど
も

の
報
道
映
像
に
心
を
打
た
れ
、
被

災
者
の
思
い
を
私
た
ち
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
で
、『
さ

く
ら
ゆ
き
』
と
命
名
し
ま
し
た
。

【
施
設
の
行
事
や
取
り
組
み
】

看
護
師
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
常
時
配
置

急
な
医
療
処
置
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
看
護
師
を
ユ

ニ
ッ
ト
に
常
時
配
置
す
る
体
制
を

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
職

員
へ
の
医
療
的
な
知
識
の
研
修
を

こ
ま
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
士
に
口
腔
ケ
ア
を
指
導

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

の
指
導
の
下
、
介
護
士
が
毎
食
後

の
口
腔
ケ
ア
と
食
事
前
の
嚥
下
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
誤
嚥
性
肺

炎
の
発
症
率
が
低
下
し
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
く
リ
ハ
ビ
リ

施
設
内
で
行
う
さ
く
ら
カ
フ
ェ

で
は
、
看
護
師
主
体
で
リ
ハ
ビ
リ

を
兼
ね
て
太
鼓
や
釣
り
ゲ
ー
ム
な

ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
動
物
セ
ラ
ピ
ー
開
催

犬
の
他
に
イ
ン
コ
や
ハ
リ
ネ
ズ

ミ
な
ど
と
の
動
物
セ
ラ
ピ
ー
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
春
か

ら
は
ポ
ニ
ー
と
一
緒
に
散
歩
を
す

る
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
も
計
画
中
で

す
。

敬
老
会
で
似
顔
絵
プ
レ
ゼ
ン
ト

敬
老
会
で
は
職
員
が
手
書
き
の

似
顔
絵
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
「
大
変
よ
く
似

て
い
る
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
実
践

重
度
の
方
で
も
1
日
1
回
は
離

床
し
て
い
た
だ
き
、
リ
ビ
ン
グ
で

過
ご
す
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
理
の
な
い
方
は
ト
イ
レ

で
排
せ
つ
し
て
い
た
だ
く
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
支
援

回
想
法
も
取
り
入
れ
て
「
ど
ん

な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
か
」、「
ど

ん
な
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
の
か
」

―
今
や
り
た
い
こ
と
や
し
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
、
生
活

歴
や
嗜
好
や
趣
味
な
ど
そ
の
方
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
支
援

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

買
い
物
が
大
好
き
だ
っ
た
方
に
は

小
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
こ
ま
め
に

買
い
物
へ
出
か
け
た
り
、
理
容
室

で
タ
オ
ル
を
洗
っ
て
干
す
仕
事
を

さ
れ
て
い
た
方
に
は
、
タ
オ
ル
を

干
す
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
い
ま
す
。

【
人
材
確
保
―
定
着
率
は
84
％
】

介
護
福
祉
士
の
資
格
保
有
者
が

65
％
在
籍
し
て
い
る
の
で
、
未
経

験
、
無
資
格
の
新
人
に
も
手
厚
い

研
修
、指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

定
着
へ
繋
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

職
員
と
定
期
的
な
面
談
を
行
っ
て

悩
み
や
相
談
に
迅
速
に
対
応
で
き

る
体
制
、
懐
妊
し
た
場
合
は
夜
勤

や
入
浴
介
助
な
ど
の
体
に
負
担
が

大
き
い
業
務
は
免
除
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
シ
フ
ト
作
り
、
育
児
休

業
後
の
復
帰
計
画
の
相
談
や
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
で
復
帰
し
や
す
い
環

境
―
な
ど
を
整
え
て
い
ま
す
。

【
依
田
充
朗
理
事
長
か
ら
】

当
法
人
は
高
齢
者
福
祉
・
障
害

者
福
祉
・
児
童
福
祉
（
3
本
の
矢
）

が
共
生
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
障
害
者
受
け
入
れ

の
た
め
、
共
生
型
短
期
入
所
施
設

を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

障
が
い
の
子
を
持
つ
親
の
高
齢

化
、
そ
し
て
親
亡
き
後
の
支
援
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
障
が

い
者
サ
ー
ビ
ス
か
ら
高
齢
者
サ
ー

ビ
ス
へ
の
移
行
が
必
要
に
な
っ
た

な
ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で
切
れ

目
な
い
支
援
体
制
を
整
え
連
携
を

し
て
い
き
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
町
で
誰
も
が
当
た
り
前
に
暮

ら
し
て
い
け
る
そ
ん
な
地
域
社
会

を
目
指
し
、
強
固
な
3
本
の
矢
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。
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社会福祉法人 さくらゆき
地域密着型特別養護老人ホーム

「さくら」のように淡いピンク色の外観

さくらの舞

職員手作りの太鼓でリハビリ手乗りインコは大好評

好きな土いじりをすることで
認知症の症状が緩和

職員手書きの似顔絵

依田理事長
ポニーと一緒に

～地域に根付いた高齢・障害・児童の福祉の拠点でありたい～

（3）

今回、法人内施設の空調設備の入れ替え時期にあたり、全
室同じ温度設定しかできないビル用マルチエアコンから、個
別分散型の温度調節ができるエアコンに切り替えました。

各居室ごとに室内の温度管理が調整できるので、入居者の
方にも快適に過ごすことができるようになりました。

24 時間 365 日遠隔監視の可能であるＥＭＳ制御システ
ムを導入することで、省エネ化、突然故障の予知等ができ空
調をベストコンディションに保つことができます。

空調入替導入にあたっては、エネ合補助金を利用したこと

社会福祉法人 せんねん村
せんねん村（愛知県）

施設長：木下典子

社会福祉法人 兼愛会
しょうじゅの里三保（神奈川県）

施設長：赤枝眞紀子

いきが
い倶楽

部

陶芸教
室 省エネ

エアコ
ン導入

個別に温
度設定

ができ
て

年間コ
スト 40%削減

消
費
税
引
上
げ
と

　

介
護
報
酬
等
の
改
定

第
10
回
消
費
税
見
直
し
に
伴
う
諮
問
答
申
を

終
え
、
次
回
介
護
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
た
今
後

の
課
題
及
び
次
期
改
定
に
向
け
た
検
討
に
つ
い

て
素
案
が
参
考
資
料
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
に
強
く
影
響
が

有
り
そ
う
な
部
分
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
・
自
立
支
援

に
向
け
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
に
つ
い
て

質
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
加
算
に

お
い
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
で
は
、
成
功
報
酬
的
な
評

価
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
過

去
に
も
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
が
、「
自
立
支
援

に
向
け
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
度
改
善

や
A
D
L
改
善
の
評
価
が
念
頭
に
あ
る
よ
う

に
読
め
ま
す
。

■
基
準
費
用
額
と
地
域
区
分
に
関
す
る
実
態

把
握
や
今
後
の
対
応
の
検
討
に
つ
い
て

平
成
17
年
10
月
に
制
定
さ
れ
た
基
準
費
用

額
を
初
め
て
改
定
を
31
年
10
月
に
実
施
し
ま
す

の
で
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
を
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
延
長
線
上
に
は
補
足
給
付

の
あ
り
方
や
地
域
区
分
に
お
い
て
の
報
酬
分
配

の
あ
り
方
に
も
議
論
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。■

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
や
重
点
化
、
及

び
報
酬
体
系
の
簡
素
化
に
つ
い
て

こ
の
課
題
に
お
い
て
、
連
想
さ
れ
る
こ
と
は

複
雑
で
あ
る
基
本
報
酬
と
加
算
に
つ
い
て
、
簡

素
化
と
読
め
ま
す
が
、
加
算
取
得
率
の
高
い
部

分
を
基
本
報
酬
に
含
め
、
逆
に
出
来
て
い
な
け

れ
ば
減
算
と
す
る
な
ど
―
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま

す
。
資
料
を
熟
読
し
、
総
じ
て
言
え
ば
横
断
的

事
項
と
の
整
理
で
す
か
ら
、
種
別
や
類
型
毎
の

評
価
の
視
点
は
持
た
な
い
。
ま
た
、
総
予
算
か

ら
課
題
解
決
し
ま
す
の
で
、
プ
ラ
ス
評
価
を
考

え
た
場
合
、
ど
こ
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
の
か
も

同
時
に
あ
り
え
る
。
そ
の
際
に
は
、
経
営
実
態

調
査
な
ど
見
な
が
ら
、
平
均
等
を
超
え
る
収
支

差
の
分
部
に
つ
い
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
充
分

に
あ
り
え
る
と
思
い
ま
す
。

【
連
載
】
第
10
回
（
最
終
回
）

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　

藤
村 

二
朗 
）   

しょうじゅの里三保には、入居者様やデイサービス、
ショートステイの利用者様が趣味を継続できる時間と場
所を提供する『いきがい倶楽部』があります。今回は、
その中でも施設長の強い思いで始まった陶芸クラブをご
紹介します。陶芸を習っている職員の紹介で、3 か月に
1 度、李徳實先生に指導いただいています。

先生が事前に用意した土を使って、参加者の方々は花
瓶や皿、カップなどの形に仕上げていきます。成形した

作品は先生が持ち帰り、窯で焼いてき
てくれます。

丹精込めて作ったご自身の作品には
親しみを感じられるようで、30 分前
にしたことを忘れてしまう重度の認知
症の方でも、ご自身の作品は忘れずに

「私が作ったのよ」と仰います。
（いきがい倶楽部：遠藤きぬゑ、高橋由美子）

作品はご自身や家族が使います

作品と一緒に記念撮影！ 省エネエアコンと ITM 制御盤

指導する李先生（写真奥）

お花のクラブで使うための花瓶作りに没頭

紹介動画はこちらで⇒ https://www.youtube.com/watch?v=kMRAW2SgoJA

で、自己負担を減らすことができました。導入後は、年間で約 40%、金額にして 734 万円
ほどコストダウンできています。

当法人は、地球環境の保全が施設運営における重要課題であると認識し、地球環境保全に
積極的に取り組むことを「環境理念」としており、空調温度を適正に設定することを実施対
策として掲げていますので、今回の入れ替えにより実現できたと実感しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（施設長：木下典子）

30
年
度
改
定

　
　
要
点
ゼ
ミ
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
字
は
重
要

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

■
訪
問
リ
ハ
要
件
を
緩
和

（
２
月
７
日
）
研
修
予
定
で
も
算
定
可

厚
労
省
は
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
（
介
護
予
防
訪
問
リ

ハ
含
む
）
の
算
定
要
件
を
緩
和
す
る
。「
30
年
度

介
護
報
酬
改
定
Ｑ
＆
Ａ
」（
Ｖ
o
l
・
８
）
で
自

治
体
に
通
知
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
国
の
研
修
を

受
け
て
い
な
い
外
部
医
師
で
も
33
年
度
末
ま
で
に

研
修
を
受
講
す
れ
ば
、
訪
問
リ
ハ
の
情
報
提
供
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

は
２
割
減
算
を
免
れ
る
。

■
31
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
答
申

（
２
月
）
介
護
給
付
費
分
科
会
＝
１
面
参
照

社
会
保
障
審
議
会
の
第
１
６
８
回
介
護
給
付
費

分
科
会
は
、
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
「
31
年
度
介

護
報
酬
改
定
（
10
月
１
日
実
施
）
諮
問
案
」
を
了

承
し
、
根
本
匠
厚
労
相
に
答
申
し
た
。
諮
問
の
柱

は
①
改
定
時
に
「
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
」
を
新
設
す
る
②
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

に
対
応
す
る
た
め
サ
ー
ビ
ス
単
位
を
改
定
、
区
分

支
給
限
度
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
③
基
準
費
用
額

（
食
費
・
居
住
費
）
を
引
き
上
げ
る
─
な
ど
。

◇
ユ
ニ
ッ
ト
型
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
、
個
室
的

多
床
室
）
１
日
当
た
り
単
位
、（
）
は
現
行

　
　
　

要
介
護
１　

６
３
８
（
６
３
６
）　

　
　
　

要
介
護
２　

７
０
５
（
７
０
３
）

　
　
　

要
介
護
３　

７
７
８
（
７
７
６
）

　
　
　

要
介
護
４　

８
４
６
（
８
４
３
）

　
　
　

要
介
護
５　

９
１
３
（
９
１
０
）　　

◇
施
設
系
の
基
準
費
用
額

　

◇
食
費　

１
，
３
９
２
円
（
１
，
３
８
０
円
）

　

◇
居
住
費

　
　

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室

　
　
　
　

２
，
０
０
６
円
（
１
，
９
７
０
円
）

　
　

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
的
多
床
室

　
　
　
　

１
，
６
６
８
円
（
１
，
６
４
０
円
）

■
30
年
度
改
定
検
証
案
を
了
承　

（
２
月
13
日
）
介
護
給
付
費
分
科
会

介
護
給
付
費
分
科
会
は
「
平
成
30
年
度
介
護
報

酬
改
定
の
効
果
検
証
及
び
調
査
研
究
に
係
る
調
査

（
２
０
１
９
年
度
調
査
）」
案
を
了
承
し
た
。
①
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
②
機
能
訓
練
の
状

況
（
特
養
な
ど
対
象
）
③
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果

（
特
養
な
ど
）
④
医
療
提
供
を
目
的
と
し
た
介
護

保
険
施
設
の
提
供
実
態
（
老
健
、
介
護
医
療
院
な

ど
）
─
な
ど
７
項
目
。
９
月
ご
ろ
実
施
、
来
年
３

月
ご
ろ
決
定
の
予
定
。

■
２
０
１
９
年
度
概
況
調
査
案
を
了
承

（
２
月
13
日
）　

介
護
給
付
費
分
科
会

介
護
給
付
費
分
科
会
は
「
２
０
１
９
年
度
介
護

事
業
経
営
概
況
調
査
（
概
況
調
査
）
の
実
施
案
」

を
了
承
し
た
。
29
年
度
と
30
年
度
の
決
算
額
を
調

査
し
、
収
支
差
率
や
職
員
処
遇
な
ど
の
実
態
を
把

握
す
る
。
非
回
答
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
有

効
回
答
率
（
前
回
28
年
度
概
況
調
査
47
．
２
％
）

の
向
上
を
目
指
す
。５
月
実
施
、12
月
公
表
の
予
定
。

■
31
年
度
診
療
報
酬
改
定
を
答
申

（
２
月
13
日
）
中
医
協

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
は
消

費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
31
年
度
診
療
報
酬
改
定

を
根
本
匠
厚
労
相
に
答
申
し
た
。10
月
１
日
実
施
。

診
療
報
酬
本
体
の
改
定
率
プ
ラ
ス
０
・
41
％
。
新

報
酬
は
初
診
料
２
８
８
点
（
２
８
２
点
）、
再
診

料
73
点
（
72
点
）
─
な
ど
。

■
約
10
カ
所
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

（
２
月
14
日
）
介
護
現
場
革
新
会
議

厚
労
省
の
介
護
現
場
革
新
会
議
は
31
年
度
か
ら

全
国
10
カ
所
程
度
の
特
養
や
老
健
な
ど
で
「
業
務

仕
分
け
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
I
C
T
の
活
用
」「
元

気
高
齢
者
の
活
用
」
な
ど
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を

展
開
す
る
骨
子
案
を
ま
と
め
た
。
清
掃
や
配
膳
な

ど
専
門
性
の
高
く
な
い
仕
事
を
シ
ニ
ア
職
員
や
看

護
助
手
な
ど
に
任
せ
た
り
し
て
人
材
活
用
の
効
率

化
を
図
る
。

■
障
害
福
祉
の
報
酬
改
定
案
を
了
承

（
２
月
15
日
）
厚
労
省
検
討
チ
ー
ム

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
改
定
の
検
討
チ
ー
ム

は
厚
労
省
の
「
31
年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報

酬
改
定
案
」
を
了
承
し
た
。
介
護
報
酬
改
定
と
同

様
、経
験
・
技
能
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
級
職
員（
原
則
、

経
験
10
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
な
ど
）
の
処
遇
改

善
を
最
優
先
す
る
「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
を
新

設
、
２
段
階
の
加
算
率
を
導
入
す
る
。

■
働
き
方
改
革
の
周
知
を
要
請

（
２
月
18
日
）
経
済
団
体
へ
厚
労
省

厚
労
省
は
経
団
連
や
日
本
商
工
会
議
所
な
ど
の

経
済
団
体
に
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」（
４
月
１

日
施
行
）
の
周
知
・
啓
発
を
要
請
し
た
。
原
則
、

時
間
外
労
働
の
上
限
を
「
月
45
時
間
、
年
３
６
０

時
間
」
と
し
、
違
反
し
た
場
合
、
雇
用
主
に
半
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
を
科

す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
や
派
遣
労
働
者
の
賃
金

格
差
解
消
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

■
「
末
期
が
ん
」
で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ

（
２
月
19
日
）
意
見
書
・
特
定
疾
患
名

厚
労
省
は
40
～
64
歳
の
末
期
が
ん
患
者
が
要
介

護
認
定
を
申
請
す
る
際
に
提
出
す
る
主
治
医
の
意

見
書
に
つ
い
て
「
特
定
疾
患
名
を
『
末
期
が
ん
』

で
は
な
く
『
が
ん
』
と
記
載
し
て
も
よ
い
」
と
都

道
府
県
な
ど
に
通
知
し
た
。
患
者
へ
の
配
慮
や
末

期
が
ん
の
判
断
が
難
し
い
た
め
。

■
第
８
期
事
業
計
画
の
論
議
開
始

 （
２
月
25
日
） 

介
護
保
険
部
会

介
護
保
険
部
会
は
２
０
２
５
年
以
降
を
見
据
え

た
介
護
保
険
制
度
見
直
し
や
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
21
～
23
年
度
）
を
め
ぐ
る
議
論
を
始
め

た
。
厚
労
省
は
「
持
続
可
能
な
制
度
の
再
構
築
・

介
護
現
場
の
革
新
」
な
ど
５
つ
の
検
討
項
目
を
示

し
、
今
年
冬
ご
ろ
（
12
月
想
定
）
ま
で
に
意
見
を

取
り
ま
と
め
る
よ
う
求
め
た
。
具
体
的
に
は
、「
ケ

ア
プ
ラ
ン
有
料
化
」「
原
則
２
割
負
担
」「
地
域
支

援
事
業
の
範
囲
拡
大
」
な
ど
の
議
論
と
結
論
が
注

目
さ
れ
そ
う
だ
。
厚
労
省
は
次
の
通
常
国
会
に
介

護
保
険
法
な
ど
の
関
連
法
改
正
案
を
提
出
す
る
方

針
＝
１
面
参
照
。

■
母
国
語
や
平
易
な
日
本
語
で　

 （
２
月
25
日
）
外
国
人
雇
用
指
針
を
改
正

４
月
か
ら
始
ま
る
特
定
技
能
外
国
人
労
働
者
の

受
入
れ
に
備
え
、
労
働
政
策
審
議
会
・
雇
用
対
策

基
本
問
題
部
会
は
「
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
管
理

の
改
善
等
に
関
し
て
事
業
主
が
適
切
に
対
処
す
る

た
め
の
指
針
」
の
一
部
改
正
案
を
了
承
し
た
。
違

約
金
や
保
証
金
を
徴
収
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
か

ら
あ
っ
せ
ん
を
受
け
な
い
こ
と
、
労
働
条
件
や
社

会
保
険
な
ど
に
つ
い
て
は
母
国
語
や
平
易
な
日
本

語
で
説
明
す
る
こ
と
─
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

■
離
職
率
、
研
修
な
ど
未
達
成

（
２
月
25
日
） 

介
護
雇
用
改
善
計
画

厚
労
省
の
「
介
護
雇
用
管
理
改
善
計
画
の
実
施

状
況
」
に
よ
る
と
、
29
年
度
の
介
護
職
員
の
離

職
率
（
目
標
・
全
産
業
と
の
乖
離
ゼ
ロ
）
は
16
・

2
％
で
全
産
業
14
・
9
％
を
上
回
り
、
達
成
で
き

な
か
っ
た
が
、
全
産
業
と
の
乖
離
は
縮
小
し
た
。

雇
用
管
理
者
の
選
任
（
全
事
業
者
の
50
％
以
上
）

は
45
・
9
％
、
教
育
・
研
修
計
画
の
立
案
（
60
%

以
上
）
55
・
4
%
な
ど
も
未
達
成
。

■
42
社
が
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
協
定
」

（
２
月
26
日
）
対
処
方
針
を
策
定 

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン

は
、
介
護
労
働
者
に
対
す
る
利
用
者
や
家
族
か
ら

の
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
防
ぐ
た
め
、
42
介
護

事
業
者
と
集
団
防
止
協
定
を
締
結
し
た
と
発
表
し

た
。
事
業
者
は
対
処
方
針
を
利
用
者
や
家
族
に
事

前
説
明
す
る
ほ
か
、
介
護
職
員
の
被
害
相
談
窓
口

を
開
設
し
た
り
す
る
。

■
福
祉
士　

旧
姓
の
ま
ま
で
も
可

（
２
月
26
日
）
規
制
改
革
推
進
委

政
府
の
規
制
改
革
推
進
委
員
会
は
介
護
福
祉
士

や
保
育
士
の
姓
名
に
つ
い
て
「
本
人
が
希
望
す
れ

ば
、
結
婚
し
て
も
旧
姓
の
ま
ま
で
良
い
」
と
す
る

考
え
で
一
致
し
、６
月
の
答
申
に
盛
り
込
む
方
針
。

現
行
で
は
結
婚
後
は
新
姓
で
の
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備

の
１
つ
。

■
統
計
不
正
の
追
加
報
告
書

（
２
月
27
日
）
厚
労
省
特
別
監
察
委

「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
不
正
問
題
で
厚
労
省
の

特
別
監
察
委
員
会
は
追
加
報
告
書
を
公
表
し
た
。

「
不
正
開
始
は
事
業
所
や
都
道
府
県
か
ら
の
負
担

軽
減
の
要
望
へ
の
配
慮
が
き
っ
か
け
」「
意
図
的
、

組
織
的
な
隠
ぺ
い
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
な
ど

と
し
た
。
野
党
が
追
及
し
て
い
る
官
邸
の
関
与
に

つ
い
て
は
検
証
し
な
か
っ
た
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！ 

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

◎
給
与
と
最
低
賃
金
の
比
較
方
法

【
今
月
の
相
談
内
容
】

正
規
職
員
か
ら
最
低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
職

員
は
、
介
護
職
で
は
あ
る
も
の
の
職
務
内
容
が

軽
微
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
他
の
職
員
に
比
べ

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
と
比
較
す
る

た
め
の
計
算
方
法
を
教
え
て
下
さ
い
。
な
お
、

日
給
月
給
制
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
回
答
】

ま
ず
、
事
業
所
が
所
在
し
て
い
る
都
道
府
県

の
最
低
賃
金
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
最
低
賃
金
と
の
比
較
例

（
東
京
都
最
低
賃
金　

9
8
5
円
/
時
間
）

①
基
本
給
18
万
円
、
②
介
護
福
祉
士
手
当

1
万
５
千
円
、
③
主
任
手
当
5
千
円
、
扶
養
手

当
1
万
円
、
住
宅
手
当
1
万
円
、
通
勤
手
当

8
千
円
、
④
年
間
所
定
労
働
日
数
2
5
0
日
、

⑤
1
日
の
所
定
労
働
時
間
8
時
間
と
し
ま
す
。

（
①
＋
②
＋
③
）
×
12
か
月
÷
（
④
×
⑤
）

は
１
２
０
０
円
と
な
り
、
最
低
賃
金
の
9
8
5

円
を
超
え
て
い
ま
す
。

◆
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
賃
金

⑴
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
結
婚
手
当
な

ど
）
⑵
1
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）
⑶
所
定
労
働
時
間
を

超
え
る
時
間
の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃

金
（
時
間
外
割
増
賃
金
な
ど
）
⑷
所
定
労
働
日

以
外
の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
休

日
割
増
賃
金
な
ど
）
⑸
午
後
10
時
か
ら
午
前
5

時
ま
で
の
間
の
労
働
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
賃

金
の
う
ち
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算

額
を
超
え
る
部
分
（
深
夜
割
増
賃
金
な
ど
）
⑹

精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
。

な
お
、
以
下
の
者
は
、
最
低
賃
金
の
減
額
の

特
例
許
可
申
請
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

今
後
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
観
点
か
ら
、
あ
る

程
度
根
拠
の
あ
る
説
明
が
出
来
る
よ
う
に
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
①
精
神
又

は
身
体
の
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力
の
低

い
者
用
②
試
用
期
間
中
の
者
③
基
礎
的
な
技
能

及
び
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
職
業
訓
練
を

受
け
る
者
④
軽
易
な
業
務
に
従
事
す
る
者
⑤
断

続
的
労
働
に
従
事
す
る
者
。

な
お
、
例
年
10
月
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

給
与
改
定
と
あ
わ
せ
て
、
確
認
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

 （
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
）

２
月
１
日
～
２
月
28
日

31
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
答
申  

介
護
給
付
費
分
科
会

【
用
語
解
説
】

特
定
処
遇
改
善
加
算

こ
れ
ま
で
も
介
護
職
員
の
職
場
定
着
を
狙

い
と
し
た
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
」
な
ど

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
現
場

で
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う
介
護
職
員
の
賃

金
を
平
均
8
万
円
程
度
ま
た
は
全
産
業
の
平
均

年
収
4
４
０
万
円
へ
引
き
上
げ
、
給
与
面
で
の

不
安
か
ら
離
職
す
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
介
護
職
員
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
。

支
給
対
象
の
基
本
は
、
勤
続
10
年
以
上
の

介
護
福
祉
士
と
し
て
い
る
が
、
当
面
、
勤
続
10

年
の
判
断
は
事
業
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
、
一

定
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
そ
の
他
の
介
護
職
員
、

そ
の
他
の
職
種
へ
の
配
分
も
可
能
。

第
１
回
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
（
横
浜
市
）

５
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　
　

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
（
神
奈
川
）

第
１
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

５
月
30
日
（
木
）
～
31
日
（
金
）

　
　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

実
地
研
修
施
設
勉
強
会

６
月
3
日（
月
）大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ（
東
京
）

平
成
31
年
度
第
１
回
理
事
会
・
社
員
総
会

6
月
4
日（
火
）大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ（
東
京
）

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
指
導
者
勉
強
会

６
月
５
日
（
水
）
き
ゅ
り
あ
ん
（
東
京
）

第
１
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
座
学
）

名
古
屋
：
６
月
10
日
（
月
）
～
11
日
（
火
）

福
岡
：
6
月
13
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）

静
岡
：
6
月
20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）

東
京
：
6
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
座
学
）

名
古
屋
：
９
月
２
日
（
月
）
～
３
日
（
火
）

仙
台
：
９
月
５
日
（
木
）
～
６
日
（
金
）

大
阪
：
９
月
９
日
（
月
）
～
10
日
（
火
）

東
京
：
９
月
17
日
（
火
）
～
18
日
（
水
）

◆
７
の
サ
ポ
ー
ト
終
了
ま
で
10
か
月

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

O
S
）
の
サ
ポ
ー
ト
期
限
は
2
0
2
0
年
1

月
14
日（
法
人
向
け
は
有
償
で
3
年
延
長
可
能
）

と
残
り
1
年
を
切
り
ま
し
た
。

◆
古
い
パ
ソ
コ
ン
を
安
全
に
処
分

事
務
局
で
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
パ
ソ
コ

ン
に
買
い
替
え
、
７
の
パ
ソ
コ
ン
を
安
全
に
処

分
す
る
た
め
に
「
N
P
O
法
人
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
む
く
Ｐ
Ｃ
工
房
（
東
京
都
江
戸
川
区
・
木

村
利
信
理
事
長
）」
に
依
頼
し
、
引
き
取
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
常
、
パ
ソ
コ
ン
の
廃
棄
に
は
処
分
料
が
か

か
り
ま
す
が
、む
く
P
C
工
房
は
無
料
で
回
収
、

デ
ー
タ
消
去
を
行
っ
て
証
明
書
を
発
行
し
て
く

れ
ま
す
。

◆
引
き
取
ら
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
行
方

パ
ソ
コ
ン
は
デ
ー
タ
消
去
後
に
障
害
者
の
職

業
訓
練
に
用
い
ら
れ
た
り
、
再
生
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
パ
ー
ツ
取
り
や
デ
ー

タ
消
去
の
作
業
は
就
労
継
続
支
援
B
型
、
就
労

移
行
支
援
で
働
く
方
た
ち
が
行
っ
て
い
ま
す
。

P
C
を
安
全
に
廃
棄
し
た
い
事
業
者
に
と
っ

て
パ
ソ
コ
ン
処
分
費
用
が
不
要
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
障
害
者
の
就
労
や
職
業
訓
練
に
活
か
さ

れ
る
な
ど
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

東
京
近
郊
の
事
業
者
の
方
は
、
利
用
を
検
討

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
山
）

◇
パ
ソ
コ
ン

　

 

無
料
回
収 

◇むく PC 工房の方に
パソコンを寄贈

◆ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

か
く
れ
ん
ぼ

支
部
名　

愛
知
支
部

法
人
名　

社
会
福
祉
法
人 

等
生
会

法
人
代
表
者　

理
事
長　

中
西 

美
千
花

 

施
設
代
表
者　

施
設
長　

錦
織 

信
彦

住
所   

〒
４
６
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‐
０
０
４
７

　

名
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屋
市
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区
金
城
町
４
丁
目
47
‐
２

　

電
話　

０
５
２
（
９
１
８
）
７
４
７
０

新
規
入
会
施
設
の
ご
紹
介

今
後
の
予
定


